
(57)【要約】

【課題】　内視鏡の観察窓を洗浄した後の乾燥にあたり

、過剰なＣＯ２ ガスを供給することなく、高い乾燥効果

で観察窓を乾燥することを目的とする。

【解決手段】　硬性内視鏡１の挿入部２の先端に設けら

れる観察窓２５を洗浄するために、挿入部２の先端に向

けて洗浄液又は加圧されたＣＯ２ ガスを選択的に供給で

きる噴射ノズル２１が硬性内視鏡１の先端部に設けられ

ている。ＣＯ２ ガスは、ＣＯ２ ガスボンベ８０に接続さ

れる液滴除去用ガス配管４０及び硬性内視鏡１の液滴除

去用ガス供給管路２４を経由して噴射ノズル２１に導か

れる。洗浄液は、ＣＯ２ ガスボンベ８０からのＣＯ２ ガ

スの液面加圧により、洗浄液配管３０及び硬性内視鏡１

の洗浄液供給菅路２３を経由して噴射ノズル２１に導か

れる。このとき、ガス供給チューブ４０の流路断面は洗

浄液供給チューブ３０の流路断面よりも小さく形成して

いる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 に 設 け ら れ る 観 察 窓 を 洗 浄 す る た め に 、 前 記 挿 入 部 先 端 に 向 け て 洗
浄 液 又 は 加 圧 さ れ た Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 選 択 的 に 供 給 で き る 噴 射 ノ ズ ル を 前 記 内 視 鏡 先 端 部 に 設
け 、 前 記 噴 射 ノ ズ ル に 前 記 Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 供 給 す る た め の 通 路 と な る 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 管
路 と 前 記 洗 浄 液 を 供 給 す る た め の 通 路 と な る 洗 浄 液 供 給 管 路 と が 前 記 内 視 鏡 の 内 部 に 具 備
さ れ 、 前 記 内 視 鏡 内 で 前 記 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 管 路 と 前 記 洗 浄 液 供 給 管 路 と が 合 流 さ れ た
内 視 鏡 と 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 管 路 と 接 続 さ れ 、 前 記 Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 供 給 す る た め
の 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 と 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 洗 浄 液 供 給 管 路 と 接 続 さ れ 、 前 記 洗 浄 水 を 供 給 す る た め の 洗 浄 液 配 管
と を 有 し 、
　 前 記 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 の 流 路 断 面 は 前 記 洗 浄 液 配 管 の 流 路 断 面 よ り も 小 さ く 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 観 察 窓 洗 浄 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 供 給 手 段 と ガ ス 供 給 配 管 と が 接 続 さ れ 、
　 前 記 ガ ス 供 給 配 管 は 、 洗 浄 液 を 供 給 す る た め の 洗 浄 液 供 給 手 段 に 充 填 さ れ る 前 記 洗 浄 液
の 上 部 に 導 出 さ れ る 加 圧 用 ガ ス パ イ プ と 接 続 さ れ 、 前 記 加 圧 用 ガ ス パ イ プ は 途 中 で 、 前 記
液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 に 接 続 さ れ る 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ に 分 岐 さ れ 、
　 前 記 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ に は 前 記 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 が 接 続 さ れ 、
　 前 記 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 の 流 路 断 面 は 、 前 記 ガ ス 供 給 配 管 の 流 路 断 面 よ り も 小 さ く 形 成
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 観 察 窓 洗 浄 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 と 前 記 洗 浄 液 配 管 と は 一 体 と な っ て 形 成 さ れ る マ ル チ ル ー メ ン
チ ュ ー ブ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 観 察 窓 洗 浄 機 構 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 の 先 端 に 具 備 さ れ る 観 察 窓 を 洗 浄 す る 内 視 鏡 の 観 察 窓 洗 浄 機 構 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 腹 腔 鏡 外 科 手 術 は 開 腹 す る こ と な く 、 体 腔 内 壁 や 臓 器 等 に お け る 腫 瘍 等 の 患 部 の 切 除 、
臓 器 の 切 除 、 縫 合 や 止 血 等 と い っ た 手 術 若 し く は 処 置 な り が 行 わ れ る た め 、 患 者 へ の 負 担
は 開 腹 手 術 に 比 べ て 軽 い 。 腹 腔 鏡 外 科 手 術 に お い て は 、 気 腹 ガ ス を 腹 腔 内 に 充 満 さ せ て 腹
腔 を 大 き く 膨 ら ま せ る 。 そ し て 、 複 数 の ト ラ カ ー ル 等 か ら な る ガ イ ド 管 を 腹 腔 内 に 挿 入 し
、 そ の う ち １ つ の ガ イ ド 管 か ら 内 視 鏡 を 挿 通 さ せ て 、 腹 腔 内 の 映 像 を 取 得 し て 観 察 を 行 う
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ト ラ カ ー ル 等 の ガ イ ド 管 か ら 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 に は 、 少 な く と も
照 明 窓 と 観 察 窓 と が 設 け ら れ 、 照 明 窓 か ら 腹 腔 内 を 照 明 す る こ と に よ っ て 、 観 察 部 を 介 し
て 腹 腔 内 の 観 察 を 行 え る よ う に し て い る 。 従 っ て 、 観 察 窓 は 常 に 清 浄 な 状 態 に 保 つ 必 要 が
あ る が 、 内 視 鏡 検 査 を 行 っ て い る 間 は 、 観 察 窓 の 表 面 に は 体 液 そ の 他 の 汚 損 物 が 付 着 す る
こ と か ら 、 挿 入 部 の 腹 腔 内 に 位 置 さ せ た 状 態 で 、 随 時 観 察 窓 を 洗 浄 す る こ と が で き る 機 構
を 備 え て い る 。 観 察 窓 の 洗 浄 は 、 洗 浄 液 を 観 察 窓 の 表 面 に 噴 射 し て 、 汚 損 物 を 洗 い 流 し 、
こ の よ う に し て 汚 損 物 が 洗 い 流 さ れ た 後 に 観 察 窓 表 面 に 残 存 す る 洗 浄 液 の 液 滴 を 加 圧 エ ア
に よ り 吹 き 飛 ば す よ う に し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 上 部 ・ 下 部 の 消 化 器 用 内 視 鏡 の 場 合 は 、 洗 浄 液 の 液 滴 を 吹 き 飛 ば す 加 圧 エ ア
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と し て は 空 気 を 用 い る こ と が で き る が 、 腹 腔 鏡 外 科 手 術 は 閉 じ ら れ た 空 間 で 行 わ れ る こ と
か ら 、 患 者 保 護 の 観 点 よ り 、 気 腹 ガ ス と 同 様 、 空 気 で は な く Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 用 い ら れ る よ う
に な っ て き て い る 。 そ こ で 、 観 察 窓 に 付 着 し た 洗 浄 液 の 液 滴 を 除 去 す る た め に Ｃ Ｏ ２ ガ ス
を 用 い て い る も の が 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 １ の 発 明 で は 、 Ｃ Ｏ ２ ガ
ス が 充 填 さ れ た ガ ス ボ ン ベ か ら 送 気 用 チ ュ ー ブ を 介 し て 、 シ ー ス に 突 設 し て い る 送 気 口 体
に 導 か れ る 。 そ し て 、 送 気 口 体 に 連 通 し て い る 送 気 管 路 を 介 し て 、 シ ー ス 本 体 の 先 端 に 設
け ら れ る 噴 射 ノ ズ ル か ら Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 噴 射 す る こ と に よ り 、 液 滴 を 吹 き 飛 ば し て 乾 燥 し て
い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ３ ５ ９ ０ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 空 気 と Ｃ Ｏ ２ ガ ス と で は 、 そ の 粘 性 に よ り 、 送 気 用 チ ュ ー ブ 若 し く は 送 気 管
路 を 進 行 す る と き の 管 路 抵 抗 は 、 空 気 に 比 べ て Ｃ Ｏ ２ ガ ス は 小 さ い 。 そ う す る と 、 特 許 文
献 １ の 発 明 で 、 空 気 の 代 わ り に Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 用 い る と 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 流 量 が 多 く な る と い
う 問 題 が あ る 。 Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 流 量 が 多 く な る と 、 過 剰 な Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 腹 腔 内 に 吐 出 さ れ る
た め 、 腹 腔 内 圧 が 加 圧 状 態 と な り 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 吸 収 が 増 加 し て し ま う と い う 問 題 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 観 察 窓 を 洗 浄 し た 後 の 乾 燥 に あ た り 、 過 剰 な Ｃ Ｏ ２ ガ ス を
供 給 す る こ と な く 、 高 い 乾 燥 効 果 で 観 察 窓 を 乾 燥 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 の 観 察 窓 洗 浄 機 構 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 に 設 け ら れ る 観 察 窓 を 洗 浄 す
る た め に 、 前 記 挿 入 部 先 端 に 向 け て 洗 浄 液 又 は 加 圧 さ れ た Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 選 択 的 に 供 給 で き
る 噴 射 ノ ズ ル を 前 記 内 視 鏡 先 端 部 に 設 け 、 前 記 噴 射 ノ ズ ル に 前 記 Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 供 給 す る た
め の 通 路 と な る 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 管 路 と 前 記 洗 浄 液 を 供 給 す る た め の 通 路 と な る 洗 浄 液
供 給 管 路 と が 前 記 内 視 鏡 の 内 部 に 具 備 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 内 で 前 記 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 管 路
と 前 記 洗 浄 液 供 給 管 路 と が 合 流 さ れ た 内 視 鏡 と 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 管
路 と 接 続 さ れ 、 前 記 Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 供 給 す る た め の 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 と 、 　 前 記 内 視 鏡 の
前 記 洗 浄 液 供 給 管 路 と 接 続 さ れ 、 前 記 洗 浄 水 を 供 給 す る た め の 洗 浄 液 配 管 と を 有 し 、 前 記
液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 の 流 路 断 面 は 前 記 洗 浄 液 配 管 の 流 路 断 面 よ り も 小 さ く 形 成 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 過 剰 な Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 供 給 す る こ と な く 、 且 つ 高 い 液 滴 除 去 、 乾 燥 効 果 を 発 揮
で き る 。 同 時 に チ ュ ー ブ の 誤 接 続 を 防 止 す る こ と も で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 腹 腔 内 に 硬 性 内 視
鏡 １ を 挿 入 し て 、 検 査 及 び 処 置 を 行 う も の に 適 用 し た 場 合 に つ い て 示 し て い る 。 図 １ に 示
さ れ る よ う に 、 硬 性 内 視 鏡 １ は ト ラ カ ー ル １ ０ に 導 か れ て 腹 腔 内 に 挿 入 さ れ る 。 硬 性 内 視
鏡 １ は 挿 入 部 ２ と 本 体 操 作 部 ３ と を 有 し て 構 成 さ れ 、 本 体 操 作 部 ３ は ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド
４ に よ り 光 源 ７ １ 及 び 図 示 し な い プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 さ れ る 。 本 体 操 作 部 ３ に は 、 液 滴
除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ と 洗 浄 液 配 管 ３ ０ と が 接 続 さ れ る 。 洗 浄 液 配 管 ３ ０ 及 び 液 滴 除 去 用 ガ
ス 配 管 ４ ０ と し て は 、 主 に チ ュ ー ブ が 適 用 さ れ る 。 そ し て 、 洗 浄 液 配 管 ３ ０ 及 び 液 滴 除 去
用 ガ ス 配 管 ４ ０ は 一 体 に 形 成 さ れ た マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ５ ０ と し て 、 本 体 操 作 部 ３ に
着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ に は ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ が 接 続 さ れ 、 ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ は 安 全
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弁 ７ ３ 、 減 圧 弁 ７ ２ 及 び フ ィ ル タ ７ ４ を 経 由 す る 。 ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ も 主 に 高 圧 ホ ー ス
が 適 用 さ れ る 。 ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ は 、 一 端 が Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ に 接 続 さ れ 、 他 端 が
洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ に 導 出 さ れ る 。 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ に は 洗 浄 液 が 充 填 さ れ 、 ガ ス 供 給 用 配
管 ９ ０ を 経 由 し て 供 給 さ れ る Ｃ Ｏ ２ ガ ス は 、 ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ に 接 続 さ れ る 後 述 の 加 圧
用 ガ ス パ イ プ ６ ７ に よ り 、 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ の 洗 浄 液 の 上 部 の 空 間 に 導 か れ る 。 そ し て 、
洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ の 洗 浄 液 に は 後 述 す る 洗 浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５ の 一 端 が 浸 漬 さ れ 、 当 該 洗
浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５ に は 洗 浄 液 配 管 ３ ０ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 硬 性 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ は 、 本 体 操 作 部 ３ か ら 硬 質 部 ２ ａ 、 ア ン グ ル 部 ２ ｂ 、 先 端 硬 質
部 ２ ｃ の 順 に 連 結 さ れ る 。 腹 腔 内 の 検 査 及 び 処 置 を 行 う た め に 、 挿 入 部 ２ の 大 半 の 長 さ 分
は 硬 質 部 ２ ａ に よ り 占 め ら れ る 。 た だ し 、 軟 性 内 視 鏡 を 用 い る こ と も で き る 。 そ の 場 合 は
、 硬 質 部 ２ ａ の 部 分 が 軟 性 部 に よ り 構 成 さ れ る 。 ア ン グ ル 部 ２ ｂ は 、 先 端 硬 質 部 ２ ｃ を 所
望 の 方 向 に 向 け る た め に 、 遠 隔 操 作 に よ り 上 下 及 び 左 右 に 湾 曲 操 作 で き る よ う に な っ て い
る 。 こ の た め 、 本 体 操 作 部 ３ に は 後 述 す る ア ン グ ル 操 作 手 段 １ ６ が 設 け ら れ て お り 、 術 者
の 操 作 で ア ン グ ル 部 ２ ｂ を 湾 曲 さ せ て 、 先 端 硬 質 部 ２ ｃ を 所 望 の 方 向 に 向 く よ う に 制 御 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は 、 硬 性 内 視 鏡 １ の 内 部 の 概 略 を 示 す も の で あ る 。 照 明 窓 ４ １ は 被 検 部 位 に 光 を 照
射 す る た め に 具 備 さ れ る も の で あ り 、 光 源 ７ １ の 照 明 光 に よ り 被 検 部 位 に 光 を 照 射 す る 。
従 っ て 、 光 源 ７ １ と 照 明 窓 ４ １ と の 間 は 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ４ か ら 本 体 操 作 部 ３ 及 び 挿
入 部 ２ に 挿 通 さ せ た 光 学 繊 維 束 か ら な る ラ イ ト ガ イ ド ４ ２ に よ り 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 観 察 窓 ２ ５ は 、 被 検 部 位 の 観 察 を 行 う た め に 具 備 さ れ る も の で あ る 。 観 察 窓 ２ ５ か ら は
被 検 部 位 の 反 射 光 が 入 射 し 、 当 該 入 射 光 は 対 物 レ ン ズ ２ ６ に よ り 固 体 撮 像 素 子 ２ ７ に 結 像
さ れ る 。 固 体 撮 像 素 子 ２ ７ は 入 射 光 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 、 当 該 電 気 信 号 は 信 号 ケ ー ブ ル
２ ８ を 経 由 し て 、 図 示 し な い プ ロ セ ッ サ 装 置 等 に よ り 所 定 の 画 像 処 理 が 施 さ れ て 、 被 検 部
位 の 画 像 が 取 得 さ れ 得 る 。 観 察 窓 ２ ５ は 、 対 物 レ ン ズ ２ ６ を 保 護 す る カ バ ー ガ ラ ス の 役 割
を 発 揮 す る 。 従 っ て 、 観 察 窓 ２ ５ は 腹 腔 内 に お い て 露 出 す る た め 、 汚 損 物 等 の 除 去 の た め
に 、 観 察 窓 ２ ５ の 洗 浄 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 噴 射 ノ ズ ル ２ １ は 、 観 察 窓 ２ ５ の 洗 浄 を 行 う た め に 、 洗 浄 液 を 噴 射 し 、 そ の 後 、 観 察 窓
２ ５ に 付 着 し た 洗 浄 液 の 液 滴 を 除 去 す る た め に Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 噴 射 し て 、 液 滴 を 吹 き 飛 ば す
こ と に よ り 観 察 窓 ２ ５ の 乾 燥 を 行 う 。 従 っ て 、 噴 射 ノ ズ ル ２ １ は 、 硬 性 内 視 鏡 １ の 挿 入 部
２ の 先 端 か ら 突 出 し て い る 。 本 体 操 作 部 ３ に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー
ブ ５ ０ の う ち 、 洗 浄 液 配 管 ３ ０ は 洗 浄 液 供 給 管 路 ２ ３ に 接 続 さ れ 、 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４
０ は 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 管 路 ２ ４ に 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 洗 浄 液 は 洗 浄 液 供 給 管 路 ２ ３ を
経 由 し て 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス は 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 管 路 ２ ４ を 経 由 し て 、 噴 射 ノ ズ ル ２ １ ま で 導
か れ る 。 噴 射 ノ ズ ル ２ １ は 、 洗 浄 液 及 び Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 両 者 を 噴 射 す る 機 能 を 担 う た め 、 洗
浄 液 供 給 管 路 ２ ３ と 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 菅 路 ２ ４ と は 途 中 で （ 図 中 で は 先 端 部 付 近 で ） 合
流 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 洗 浄 液 及 び Ｃ Ｏ ２ ガ ス は 、 所 定 の 圧 力 を も っ て 何 れ か 一 方 が 供 給 さ れ る た め 、
噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら 洗 浄 液 又 は Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 何 れ か 一 方 が 観 察 窓 ２ ５ に 向 か っ て 噴 射 さ れ
る 。 洗 浄 液 又 は Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 何 れ か 一 方 を 選 択 的 に 噴 射 さ せ る た め に 、 送 水 ボ タ ン ２ ３ Ｓ
及 び 送 気 ボ タ ン ２ ４ Ｓ が 具 備 さ れ 、 何 れ か の ボ タ ン が 押 下 さ れ る こ と に よ り 、 送 気 又 は 送
水 の た め の バ ル ブ （ 送 気 バ ル ブ ２ ４ Ｂ 、 送 水 バ ル ブ ２ ３ Ｂ ） の 開 閉 制 御 が 行 わ れ る 。 こ れ
に よ り 、 何 れ か の 噴 射 流 体 を 選 択 す る こ と が で き る 。 何 れ の ボ タ ン も 押 下 さ れ て い な い 場
合 に は 、 送 気 バ ル ブ ２ ４ Ｂ 及 び 送 水 バ ル ブ ２ ３ Ｂ は 閉 鎖 状 態 に あ る た め 、 噴 射 ノ ズ ル ２ １
か ら は 洗 浄 液 及 び Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 何 れ も 噴 射 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 図 １ に 戻 っ て 、 本 体 操 作 部 ３ に は 術 者 が ア ン グ ル 部 ２ ｂ を 操 作 す る た め の ア ン グ ル 操 作
手 段 １ ６ が 装 着 さ れ て い る 。 ア ン グ ル 操 作 手 段 １ ６ に 設 け ら れ る ア ン グ ル 操 作 レ バ ー １ ２
を 操 作 す る こ と に よ り 、 図 示 し な い 操 作 ワ イ ヤ が 駆 動 し 、 ア ン グ ル 部 ２ ｂ は 先 端 硬 質 部 ２
ｃ が 所 望 の 方 向 に 向 く よ う に 制 御 す る 。 ま た 、 ア ン グ ル 部 ２ ｂ の 湾 曲 状 態 を ロ ッ ク す る た
め の ロ ッ ク レ バ ー １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 図 １ の 硬 性 内 視 鏡 １ は 、 あ く ま で も 一 例 を 示 し
た も の で あ る た め 、 こ の よ う な 構 成 に 限 定 さ れ ず 、 各 種 の 内 視 鏡 に 本 発 明 を 適 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ５ ０ を 構 成 す る 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ や 洗 浄 液 配 管 ３
０ 等 に つ い て 説 明 す る 。 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ に は 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 充 填 さ れ 、 当 該 Ｃ Ｏ ２

ガ ス を 術 者 の 操 作 に よ り 吐 出 す る 。 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ に は ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ の 一 端
が 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ の 経 路 に は 安 全 弁 ７ ３ 、 減 圧 弁 ７ ２ 及 び フ ィ
ル タ ７ ４ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ か ら Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 先 端 硬 質 部 ２ ｃ に 設 け
ら れ る 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 噴 射 さ れ る が 、 安 全 性 確 保 の た め 、 噴 射 ノ ズ ル ２
１ か ら の 噴 射 圧 が 極 端 に 上 昇 し な い よ う に 、 最 高 圧 力 が 安 全 弁 ７ ３ に よ り 規 制 さ れ る 。 減
圧 弁 ７ ２ は 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら 一 定 の 圧 力 で Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 噴 射 さ れ る よ う に 制 御 す る た め
に 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ か ら 吐 出 さ れ た Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 圧 力 を 一 定 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 中 で は 、 安 全 弁 ７ ３ 及 び 減 圧 弁 ７ ２ は 光 源 ７ １ と 共 に 、 光 源 装 置 ７ ０ の 内 部 に 具 備 さ
れ て い る が 、 安 全 弁 ７ ３ 及 び 減 圧 弁 ７ ２ は Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ か ら 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ ま
で の 間 の 任 意 の 位 置 に 配 置 す る こ と が 可 能 で あ る 。 フ ィ ル タ ７ ４ は Ｃ Ｏ ２ ガ ス に 不 純 物 が
混 入 さ れ て い る 場 合 に 、 そ れ を 除 去 す る 機 能 を 発 揮 す る 。 Ｃ Ｏ ２ ガ ス は 腹 腔 内 に 導 入 さ れ
る た め 、 不 純 物 を 除 去 す る 必 要 が あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ ィ ル タ ７ ４ を 経 由 し た ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ は 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ に お い て 、 分 岐 し て 一
方 が 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ の 内 部 に 導 出 さ れ 、 他 方 が 本 体 操 作 部 ３ に 導 出 さ れ る 。 図 ３ は 洗 浄
液 タ ン ク ６ ０ の 外 観 図 を 示 し 、 図 ４ は 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ の 概 念 図 を 示 し て い る 。 洗 浄 液 タ
ン ク ６ ０ の 上 部 に は 各 配 管 を 接 続 す る た め の 接 続 ユ ニ ッ ト ６ ９ が 設 け ら れ 、 接 続 ユ ニ ッ ト
６ ９ は 、 加 圧 用 ガ ス パ イ プ ６ ７ と 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ ６ ４ と 洗 浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５
と を 有 し て 構 成 さ れ る 。 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ と 洗 浄 液 配 管 ３ ０ と は 並 列 し た 状 態 で 一
体 と な っ て 形 成 さ れ る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ５ ０ と し て 接 続 さ れ る 。 こ れ に 伴 い 、 液 滴
除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ に 接 続 さ れ る 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ ６ ４ と 、 洗 浄 液 配 管 ３ ０ に 接
続 さ れ る 洗 浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５ と は 並 列 し た 配 置 態 様 で 設 け ら れ る 。 こ れ ら は 、 並 列 し た
配 置 態 様 で あ れ ば 、 水 平 方 向 や 垂 直 方 向 等 の 任 意 の 方 向 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 加 圧 用 ガ ス パ イ プ ６ ７ の 一 端 は 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ か ら の ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ と 接
続 さ れ 、 他 端 は 洗 浄 液 の 上 部 の 空 間 に 導 か れ る 。 一 方 、 加 圧 用 ガ ス パ イ プ ６ ７ は 途 中 で 液
滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ ６ ４ に 分 岐 し 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ か ら 供 給 さ れ る Ｃ Ｏ ２ の 一
部 は 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ ６ ４ を 経 由 し て 、 硬 性 内 視 鏡 １ に 接 続 さ れ る 液 滴 除 去 用 ガ
ス 配 管 ４ ０ に 導 か れ る 。 一 方 、 洗 浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５ は 洗 浄 液 配 管 ３ ０ に 洗 浄 液 を 供 給 す
る た め に 設 け ら れ る も の で あ る 。 洗 浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５ の 一 端 は 洗 浄 液 配 管 ３ ０ に 接 続 さ
れ 、 他 端 は 生 理 食 塩 水 等 の 洗 浄 液 の 液 面 下 に 浸 漬 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ か ら は Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 吐 出 さ れ 、 加 圧 用 ガ ス パ イ プ ６ ７ か ら Ｃ Ｏ ２

ガ ス が 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ の 内 部 に 導 か れ 、 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ の 内 部 は 高 圧 に な る 。 そ こ で
、 送 水 バ ル ブ ２ ３ Ｂ を 開 く と 、 洗 浄 液 に は 液 面 加 圧 が 作 用 す る こ と に よ り 、 洗 浄 液 供 給 パ
イ プ ６ ５ か ら 洗 浄 液 配 管 ３ ０ を 経 由 し て 、 挿 入 部 ２ の 先 端 に 設 け ら れ る 噴 射 ノ ズ ル ２ １ に
導 か れ 、 当 該 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら 洗 浄 液 が 噴 射 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 送 気 バ ル ブ ２ ４ Ｂ が 開 か れ る と 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ か ら 供 給 さ れ る Ｃ Ｏ ２

ガ ス が 、 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 噴 射 さ せ て 観 察 窓 ２ ５ に 付 着 し た 洗 浄 液 の 液 滴
を 除 去 し て 乾 燥 す る 役 割 を 発 揮 し 、 ま た 、 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ の 内 部 に 液 面 加 圧 を 作 用 さ せ
る こ と に よ り 、 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら 洗 浄 液 を 噴 射 さ せ て 観 察 窓 ２ ５ に 付 着 し た 汚 損 物 を 洗
浄 す る 役 割 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ と 硬 性 内 視 鏡 １ と を 接 続 す る 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ の
径 と 洗 浄 液 配 管 ３ ０ の 径 と の 間 に 径 差 を 持 た せ て い る 。 つ ま り 、 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０
の 径 は 洗 浄 液 配 管 ３ ０ の 径 と 比 較 し て 細 く 形 成 し て い る （ 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ の 流 路
断 面 を 洗 浄 液 配 管 ３ ０ の 流 路 断 面 よ り も 小 さ く 形 成 し て い る ） 。 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０
は Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 噴 射 ノ ズ ル ２ １ ま で 導 く も の で あ る が 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 管 路 抵 抗 は 空 気 の 管
路 抵 抗 と 比 較 し て 小 さ い こ と は 上 述 し た と お り で あ る 。 従 っ て 、 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０
の 径 を 積 極 的 に 制 御 し な い と 、 過 剰 な Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら 腹 腔 内 に 流 出 し て
し ま い 、 安 全 性 の 確 保 と い う 点 か ら 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 つ ま り 、 従 来 は 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス で は な く 空 気 を 用 い て 液 滴 除 去 及 び 洗 浄 液 の 液 面 加 圧 を 行
っ て い た が 、 洗 浄 液 に 対 し て 液 面 加 圧 を 作 用 さ せ る た め に 十 分 な 内 径 を 確 保 す る と い う 観
点 か ら 配 管 の 設 計 が さ れ て い た 。 こ の た め 、 十 分 な 液 面 加 圧 を 確 保 す る と い う こ と に 主 眼
が 置 か れ て い た た め 、 両 者 の 内 径 に 積 極 的 に 径 差 を 持 た せ る こ と は し て い な か っ た 。 Ｃ Ｏ

２ ガ ス を 用 い る 場 合 も 、 こ の 構 成 を 採 用 し て 両 者 の 内 径 に 積 極 的 に 径 差 を 持 た せ な い 場 合
、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス は 空 気 と 比 較 し て 粘 性 が 低 い た め 、 液 面 加 圧 に 必 要 十 分 な Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 流 量
を 確 保 し よ う と す る と 、 あ る 程 度 の 大 き さ の 内 径 が 必 要 と な り 、 腹 腔 内 に 大 量 の Ｃ Ｏ ２ ガ
ス が 導 か れ る 。 一 方 、 腹 腔 内 に 大 量 の Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 導 か な い よ う に す る た め に 、 両 者 の 内
径 を 細 径 化 す る と 、 液 面 加 圧 に 必 要 十 分 な Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 流 量 を 確 保 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ こ で 、 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ か ら 本 体 操 作 部 ３ ま で の 間 の 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ の 内 径
と 洗 浄 液 配 管 ３ ０ の 内 径 と の 間 に 積 極 的 に 径 差 を 持 た せ て い る 。 つ ま り 、 液 滴 除 去 用 ガ ス
配 管 ４ ０ の 内 径 を 洗 浄 液 配 管 ３ ０ の 内 径 よ り も 細 く し て い る 。 こ れ に よ り 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス の
送 気 過 多 を 防 止 し 、 同 時 に 液 面 加 圧 に 必 要 十 分 な Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 流 量 を 確 保 す る こ と が 可 能
に な る 。 こ の と き の 径 差 と し て は 、 洗 浄 液 配 管 ３ ０ の 内 径 は 液 滴 除 去 用 配 管 ４ ０ の 内 径 よ
り も 、 空 気 と Ｃ Ｏ ２ ガ ス と の 粘 性 か ら 考 慮 し て 、 お お よ そ 「 １ ． ５ 倍 ～ ２ ． ５ 倍 」 程 度 と
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 た だ し 、 単 純 に Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 腹 腔 内 へ の 過 剰 供 給 を 防 止 す る た め に 洗 浄 液 配 管 ３ ０ の 内
径 を 細 く し て い る の で は な い 。 そ も そ も 、 観 察 窓 ２ ５ に 付 着 し た 液 滴 を 除 去 し て 乾 燥 を 行
う の に 必 要 で あ る も の は 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 送 気 量 で は な く 、 送 気 圧 力 で あ る 。 つ ま り 、 観 察
窓 ２ ５ の 液 滴 を 除 去 す る た め に は 、 高 い 圧 力 を も っ て Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 吹 き 付 け る こ と が 必 要
で あ り 、 低 圧 力 の Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 大 量 に 吹 き 付 け て も 、 高 い 液 滴 除 去 効 果 は 発 揮 し 得 な い 。
そ こ で 、 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ の 内 径 を 絞 る こ と に よ り 、 管 路 抵 抗 の 低 い Ｃ Ｏ ２ ガ ス は
高 い 圧 力 を も っ て 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ を 進 行 す る こ と に な る 。 特 に 、 液 滴 除 去 用 ガ ス
配 管 ４ ０ の チ ュ ー ブ は 長 い も の で あ る 。 そ う す る と 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ ８ ０ か ら は 一 定 圧
の Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 供 給 さ れ 、 流 路 断 面 が 小 さ い 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ を 長 距 離 に 渡 っ て Ｃ
Ｏ ２ ガ ス が 進 行 す る こ と に な る 。 径 を 絞 っ た こ と に よ る 高 圧 力 化 の 効 果 は 、 チ ュ ー ブ の 長
さ が 長 く な る に 応 じ て 高 く な る 。 よ っ て 、 全 長 が 長 い 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ の 内 径 を 絞
る こ と に よ り 、 十 分 に 高 い 圧 力 を も っ て 適 量 な Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 噴 射 す る こ と が で き る 。 こ れ
に よ り 、 観 察 窓 ２ ５ に 付 着 し た 洗 浄 液 の 除 去 効 果 を 高 く し つ つ 、 過 剰 な Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 腹 腔
内 に 噴 射 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 図 ３ 及 び ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ の 内 径 は 、 液 滴 除 去 用 ガ ス
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配 管 ４ ０ の 内 径 よ り も 太 く （ 流 路 断 面 を 大 き く ） 形 成 し て い る 。 洗 浄 液 は 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ
ン ベ ８ ０ か ら の Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ の 内 部 に 供 給 す る こ と に よ り 、 洗 浄 液 に 液
面 加 圧 が 作 用 し 、 洗 浄 液 配 管 ３ ０ を 経 由 し て 噴 射 ノ ズ ル ２ １ ま で 導 か れ る 。 一 方 、 Ｃ Ｏ ２

ガ ス ボ ン ベ ８ ０ か ら の Ｃ Ｏ ２ ガ ス は 、 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら 噴 射 さ れ る 洗 浄 液 の 加 圧 と Ｃ Ｏ

２ ガ ス と の ２ つ の 役 割 を 果 た す 。 そ う す る と 、 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ か ら 硬 性 内 視 鏡 １ ま で の
間 の ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ の 内 径 を 細 く 形 成 し た 場 合 、 洗 浄 液 を 噴 射 さ せ る た め に 必 要 な Ｃ
Ｏ ２ ガ ス の 供 給 量 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き ず 、 必 要 な 液 面 加 圧 を 作 用 さ せ る ま で に は
長 時 間 を 要 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ こ で 、 ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ の 内 径 を 太 く 形 成 し て い る 。 ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ の 内 径 を
太 く 形 成 す る と 、 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ に は 大 量 の Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 供 給 で き 、 液 面 加 圧 に 必 要 な
Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 量 を 迅 速 に 確 保 す る こ と が で き る 。 こ れ に 伴 い 、 加 圧 用 ガ ス パ イ プ ６ ７ の 径
も 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 供 給 量 を 多 く す る た め に 太 く す る 。 こ の た め 、 洗 浄 液 を 送 水 す る た め に
必 要 な 送 水 圧 ま で 短 時 間 で 引 き 上 げ る こ と が で き 、 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら の 洗 浄 液 の 噴 射 の
応 答 性 を 高 め る こ と が で き る 。 特 に 、 挿 入 部 先 端 ２ ｃ に 具 備 さ れ る 図 示 し な い 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル か ら 電 気 メ ス を 突 出 さ せ て 患 部 に 対 す る 処 置 を 行 う と き に は 、 観 察 窓 ２ ５ に は
油 膜 等 が 付 着 し 易 い こ と か ら 、 頻 繁 に 観 察 窓 ２ ５ の 洗 浄 を 行 う 必 要 が あ る 。 そ う す る と 、
洗 浄 液 を 供 給 す る 応 答 性 が 速 く な れ ば 、 迅 速 に 鮮 明 な 視 界 を 確 保 す る こ と が で き る 。 ガ ス
供 給 用 配 管 ９ ０ の 内 径 を 太 く す る と 、 こ の 点 で の メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 ガ ス 供 給 用 配 管 ９ ０ の 内 径 を 太 く し た と し て も 、 硬 性 内 視 鏡 １ ま で の 間 の 液 滴 除
去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ の 内 径 は 細 く し て い る た め 、 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら 腹 腔 内 に 過 剰 な Ｃ Ｏ ２

ガ ス が 噴 射 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 図 ３ に も 示 さ れ る よ う に 、 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ の 出 口 を 構 成 す る 液 滴 除 去 用 ガ ス 供
給 パ イ プ ６ ４ 及 び 洗 浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５ は 並 列 し た 配 置 態 様 を 採 用 し て い る 。 そ こ で 、 こ
れ ら に 接 続 さ れ る 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ と 洗 浄 液 配 管 ３ ０ と は 一 体 と な っ た マ ル チ ル ー
メ ン チ ュ ー ブ ５ ０ を 採 用 す る 。 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ は 、 複 数 の 孔 路 が 隣 接 し て 並 列 に
並 ん で 配 列 さ れ る チ ュ ー ブ で あ る た め 、 本 発 明 で は 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ の 複 数 の 孔
路 は 、 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ と 洗 浄 液 配 管 ３ ０ と の ２ つ の 孔 路 で あ る 。 マ ル チ ル ー メ ン
チ ュ ー ブ を 採 用 す る と 、 複 数 の チ ュ ー ブ を 一 本 化 す る こ と が で き 、 配 管 が 複 雑 化 す る こ と
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ５ ０ は ２ つ の 孔 を 有 し 、 洗 浄 液 タ ン ク ６ ０ の 接 続 ユ ニ ッ ト ６ ９
か ら は 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ ６ ４ 及 び 洗 浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５ の ２ つ の パ イ プ が 接 続 口
と し て 臨 ん で い る 。 従 っ て 、 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ ６ ４ に は 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０
を 、 洗 浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５ に は 洗 浄 液 配 管 ３ ０ を 接 続 し な く て は な ら な い が 、 液 滴 除 去 用
ガ ス 配 管 ４ ０ と 洗 浄 液 配 管 ３ ０ と は 一 体 と な っ た マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ５ ０ で あ る た め
、 接 続 を 行 う と き に 誤 っ て 逆 に 接 続 を 行 う 可 能 性 も あ る 。 つ ま り 、 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４
０ と 洗 浄 液 配 管 ３ ０ と の 間 に 積 極 的 に 径 差 を 持 た せ な い 場 合 は 、 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０
と 洗 浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５ と を 接 続 し 、 洗 浄 液 配 管 ３ ０ と 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ ６ ４ と
を 誤 っ て 接 続 す る と い う 可 能 性 も あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 誤 接 続 を 行 っ た 場 合 、 本 体 操 作 部 ３ の 送 気 ボ タ ン ２ ４ Ｓ を 押 下 す る と 、 送 気 バ ル ブ ２ ４
Ｂ が 開 放 状 態 に な る た め 、 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら 洗 浄 液 が 噴 射 さ れ 、 送 水 ボ タ ン ２ ３ Ｓ を 押
下 す る と 、 送 水 バ ル ブ ２ ３ Ｂ が 開 放 状 態 に な る た め 、 噴 射 ノ ズ ル ２ １ か ら Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 噴
射 さ れ る と い っ た 誤 操 作 が 行 わ れ 、 患 者 保 護 の 観 点 か ら 大 き な 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 上 述 し た よ う に 、 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 ４ ０ と 洗 浄 液 配 管 ３ ０ と の
間 、 並 び に 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ ６ ４ と 洗 浄 液 供 給 パ イ プ ６ ５ と の 間 に は 積 極 的 に 径
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差 を 持 た せ て い る 。 そ う す る と 、 上 記 の よ う な 誤 接 続 を 行 う こ と が で き な く な る 。 こ の た
め 、 誤 接 続 を 防 止 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管 と 洗 浄 液 配 管 と の 流 路 断 面 に 差 を 持 た せ る こ
と に よ り 、 高 圧 力 を も っ て Ｃ Ｏ ２ ガ ス を 噴 射 す る こ と が で き る た め 、 過 剰 に Ｃ Ｏ ２ ガ ス が
腹 腔 内 に 噴 射 さ れ る こ と を 防 止 で き 、 且 つ 高 い 液 滴 除 去 、 乾 燥 効 果 を 期 待 で き る 。 同 時 に
、 流 路 断 面 に 積 極 的 に 差 を 持 た せ る こ と に よ り 、 誤 接 続 を 防 止 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 の 観 察 窓 洗 浄 機 構 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 硬 性 内 視 鏡 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 洗 浄 液 タ ン ク の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 洗 浄 液 タ ン ク の 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
１ 　 　 硬 性 内 視 鏡 　 　 　 　 　 　 ２ 　 　 挿 入 部
３ 　 　 本 体 操 作 部 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 　 ト ラ カ ー ル
２ １ 　 　 噴 射 ノ ズ ル 　 　 　 　 　 　 ２ ３ 　 　 洗 浄 液 供 給 管 路
２ ４ 　 　 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 菅 路 　 　 ２ ３ Ｓ 　 　 送 水 ボ タ ン
２ ４ Ｓ 　 　 送 気 ボ タ ン 　 　 　 　 　 　 ２ ５ 　 　 観 察 窓
３ ０ 　 　 洗 浄 液 配 管 　 　 　 　 　 　 ４ ０ 　 　 液 滴 除 去 用 ガ ス 配 管
５ ０ 　 　 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ 　 　 ６ ０ 　 　 洗 浄 液 タ ン ク
６ ４ 　 　 液 滴 除 去 用 ガ ス 供 給 パ イ プ 　 　 ６ ５ 　 　 洗 浄 液 供 給 パ イ プ
６ ７ 　 　 加 圧 用 ガ ス パ イ プ 　 　 　 　 ６ ９ 　 　 接 続 ユ ニ ッ ト
８ ０ 　 　 ガ ス ボ ン ベ 　 　 　 　 　 　 ９ ０ 　 　 ガ ス 供 給 用 配 管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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